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令和 6年度予算見積調書(2月補正予算) 課室名:

説明事業

障害者福祉推進課
担当名: 障害福祉・自立支援医療担当

内線: 3315 (単位：千円)
会計

S56 発達障害診療療育体制推進事業 一般会
計

民生費 社会福
祉費

項
障害者福祉費 発達障害者支援体制整備事業費

番号 事業名

事 業
期 間

平成23年度～ 根 拠
法 令

発達障害者支援法第3条、19条

款

針路 07
分野施策 0703

１　事業の概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ
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10-2

発達障害など発達の気になる子供が、早期に医療的支援
が受けられるように診療・療育体制の充実を図る。

（１）中核発達支援センター事業　　　　△603千円
（２）発達障害地域療育センター事業　△4,776千円

（１）事業内容
　　ア　中核発達支援センターの運営(4月～3月)
　　　　医療型障害児入所施設の外来部門に医師と専門職を配置し、診療・療育を一貫して受けられる拠点施設を整備
　　イ　地域療育センターの運営（4月～3月）
　　　　作業療法士や臨床心理士等を配置した地域療育センターを障害保健福祉9圏域に1か所ずつ設置し、
　　　各圏域における療育体制の充実を図る
　
（２）事業計画
　　ア　中核発達支援センターの運営（3か所）
　　 (ｱ)　光の家療育センター（毛呂山町）
　　 (ｲ)　中川の郷療育センター（松伏町）
　　 (ｳ)　福祉医療センター太陽の園（熊谷市）
　　イ　地域療育センターの運営（9か所）
　　　　南西部、東部、県央、西部、利根、秩父、南部、川越比企、北部

（３）事業効果
　　ア　中核発達支援センターの運営数、受診者数（成果指標：延べ受入数25,000人）
　　 (ｱ)　令和2年度：3か所（初診受入数：593人　延べ受入数：24,343人）
　　 (ｲ)　令和3年度：3か所（初診受入数：610人　延べ受入数：25,473人）
　　 (ｳ)　令和4年度：3か所（初診受入数：708人　延べ受入数：26,623人）
　　イ　地域療育センターの運営数、利用者数（成果指標：延べ利用者数8,000人）
　　 (ｱ)　令和2年度：9か所（利用者数：1,423人　延べ利用者数： 8,833人）
　　 (ｲ)　令和3年度：9か所（利用者数：1,558人　延べ利用者数： 8,160人）
　　 (ｳ)　令和4年度：9か所（利用者数：1,381人　延べ利用者数： 8,429人）

（４）補正予算の概要
　　　委託内容の見直しによる委託料の減額。

２　事業主体及び負担区分
（１）（県10/10）
（２）（国1/2、県1/2）

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.4人=3,800千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額国庫支出金

決定額 △5,379 △2,388

現計額 103,527 29,441 74,086

― 福祉部 56 ―

誰もが活躍し共に生きる社会の実現

△2,991 98,148

障害者の自立・生活支援



 

事業名

単位事業名 予算額 △ 603千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 △603 ―

合計 △603 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

委託料 △603 ― 委託内容の見直しにより契約金額が見込を下回ったことによる減

合計 △603 ―

単位事業名 予算額 △ 4,776千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ △2,388 ― 障害者福祉費補助金
社会福祉費補助金 補助率　1/2

一般財源 △2,388 ―

　

主な内容

事業内訳書

発達障害診療療育体制推進事業

中核発達支援センター事業

主な内容

主な内容

発達障害地域療育センター事業



 

 

単位事業名 予算額 △ 4,776千円

　
 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

合計 △4,776 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

委託料 △4,776 ― 委託内容の見直しにより契約金額が見込を下回ったことによる減

合計 △4,776 ―

発達障害地域療育センター事業

主な内容

主な内容


